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関係機関や住民への情報提供及び相互理解

防災説明会（意見交換会）の実施

相互理解深化への取組を地元に相談

相互理解深化の取り組み

●例年どおり防災説明会を実施

①R6.5.14 西峰自治会

②R6.5.14 老松自治会

③R6.7.29  日田市防災・危機管理課

④R6.7.29 日田市大山振興局

⑤R6.8.30 日田市長とのトップコミュニケーション

(出水により未開催）

●相互理解深化の観点から地元相談

西峰自治会防災説明会
（R6.5.14開催）

今年度の各自治会説明会では、班長クラスまでの
参加であったことから、班長クラス以下の住民の
方々も対象とした参加をお願いしていく。

理解深化の観点から、説明時間及び質問回答時
間に考慮し、令和6年度は、以下のとおり開催した。

1
老松自治会防災説明会

（R6.5.14開催）

令和6年度も引き続き、各自治会等に防災説明会を実施し、地域住民の防災意識の深化
を図った。

住民の理解深化という観点から、地元コミュニティーの代表者に相談しつつ、継続的
に取り組んでいく。
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